
ふ
る
さ
と
納
税
を
ア
ピ
ー
ル

し
寄
付
者
に
特
産
品
を

問　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が

平
成
20
年
度
か
ら
創
設
さ

れ
、「
鹿
児
島
応
援
基
金
」「
霧

島
市
き
ば
い
や
ん
せ
基
金
」

が
寄
せ
ら
れ
、
お
よ
そ
２
千

万
円
の
基
金
が
積
ま
れ
て
い

る
。
基
金
を
増
や
す
工
夫
と

使
途
に
つ
い
て
問
う
。

答　

よ
り
多
く
の
寄
付
金
確

保
と
地
域
活
性
化
を
図
る
た

め
、
庁
内
に
設
置
し
た「
ふ

る
さ
と
納
税
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
」を
中
心
に
準
備
を

進
め
る
。
使
途
に
つ
い
て

は
、
６
つ
の
区
分
に
整
理
し

寄
付
さ
れ
た
方
が
指
定
し
て

い
る
。
平
成
26
年
度
に
つ
い

て
は
、
中
高
校
生
の
通
学
時

の
事
故
防
止
や
地
域
の
防
犯

対
策
と
し
て
、
安
全
灯
を
新

設
す
る
財
源
に
１
０
０
万
円

を
予
算
計
上
し
た
。

公
共
施
設
の
管
理
計

画
を
急
げ

問　

開
発
状
況
に
つ
い
て

答　

①
施
工
業
者
は
入
札
で

決
定
。 

②
進　

の
遅
れ
は
無

い
、 

調
整
池
は
擁
壁
が
で
き
、

当
初
予
定
通
り
の
進　

。  

③

重
久
説
明
会
は
24
年
８
月
30

日
に
実
施
。

問　

里
道
の
復
活
状
況
に
つ

い
て

答　

事
業
者
が
里
道
の
用
途

廃
止
か
ら
機
能
付
替
え
へ
の

事
前
協
議
変
更
願
を
提
出
。

地
元
や
自
治
会
長
等
の
ル
ー

ト
選
定
同
意
が
得
ら
れ
次
第
、

変
更
内
容
に
市
が
同
意
、
県

に
変
更
届
を
提
出
。

問　

売
買
契
約
の
締
結
状
況

に
つ
い
て

答　

①
原
木
供
給
契
約
は
市

内
が
８
社
、
市
外
が
17
社
と

締
結
。
契
約
単
価
は
一
律
。

②
根
元
か
ら
２
ｍ
程
度
を
端

材
、
上
を
用
材
と
し
山
か
ら

全
て
持
ち
出
す
。
下
の
２
ｍ

部
分
を
用
材
、
燃
材
と
す
る

か
は
林
業
者
が
判
断
。
③
市

内
だ
け
で
は
計
画
発
電
規
模

に
足
り
な
い
。
市
内
外
か
ら

安
定
し
た
燃
料
調
達
を
す
る

た
め
に
補
助
金
を
交
付
、
公

正
な
競
争
を
妨
げ
る
と
は
思

わ
な
い
。
市
内
外
の
山
林
整

備
に
寄
与
す
る
と
考
え
る
。

④
市
の
補
助
金
が
山
主
に
還

元
さ
れ
て
い
る
か
調
査
し
て

い
な
い
。

問　

永
水
地
下
水
脈
調
査
に

つ
い
て

答　

①
木
質
発
電
事
業
が
市

水
道
事
業
に
影
響
す
る
か
の

調
査
を
市
の
予
算
で
実
施
す

る
。
②
国
の
動
き
を
見
な
が

ら
、
地
下
水
規
制
の
必
要
性

を
検
討
し
て
行
く
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
事
業
は
大
丈
夫
か

問　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
計
画
を
策
定
し
て
、
遊
休

施
設
・
老
朽
化
施
設
の
管
理

を
計
画
的
に
行
う
と
し
て
い

る
が
、
計
画
策
定
の
基
本
方

針
を
問
う
。

答　

①
計
画
期
間
は
平
成
27

年
か
ら
40
年
と
す
る
。

②
今
後
も
保
有
す
る
必
要
が

あ
る
施
設
は
、
長
寿
命
化
す

る
。

③
施
設
保
有
総
量
を
削
減
す

る
。

④
地
域
の
特
性
を
優
先
す
る
。

⑤
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に

対
応
し
て
、
５
年
ご
と
に
計

画
を
見
直
す
。

⑥
昭
和
50
年
代
に
建
築
さ
れ

た
建
物
に
、特
に
留
意
す
る
。

以
上
、
６
つ
の
基
本
方
針
を

定
め
て
い
る
。

ゴ
ミ
袋
の
負
担
軽
減
策
に
つ

い
て

問　

条
例
化
せ
ず
に
「
ゴ
ミ

袋
の
義
務
化
」
を
し
て
い
る

こ
と
は
問
題
で
は
な
い
か
。

資
源
ご
み
等
の
売
却
収
入

は
、
平
成
24
年
度
７
５
７
９

万
円
、
ゴ
ミ
袋
の
売
却
収
入

は
、
１
億
２
３
６
６
万
円
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。
資
源
ご

み
袋
の
無
料
化
や
ゴ
ミ
袋
価

格
の
引
き
下
げ
な
ど
市
民
負

担
を
軽
減
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答　

ゴ
ミ
袋
の
指
定
は
「
義

務
化
」
の
一
面
が
あ
る
。
条

例
で
の
規
定
を
検
討
す
る
。  

資
源
ご
み
や
有
価
物
収
入

は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設

置
補
助
な
ど
、
間
接
的
に
市

民
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
ゴ
ミ
袋
の
販
売
価

格
設
定
に
つ
い
て
は
、
環
境

保
全
協
会
に
伝
え
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
豪
雨
災
害
対
策
に
つ
い
て

問　

川
内
原
発
の
再
稼
働
が

進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

福
井
地
方
裁
判
所
は
「
運
転

再
開
の
差
し
止
め
」
を
命
じ

る
判
決
を
下
し
た
。
原
発
か

ら
半
径
50
キ
ロ
圏
内
に
位
置

す
る
霧
島
市
民
の
「
幸
福
追

求
権
」
や
「
生
存
権
」
を
脅

か
す
原
発
の
再
稼
働
は
、
中

止
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

原
子
力
発
電
に
つ
い
て

は
様
々
な
考
え
が
あ
り
、
議

論
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は

十
分
承
知
し
て
い
る
。
何
よ

り
も
安
全
性
の
確
保
が
最
重

要
で
あ
る
。
危
険
や
不
安
に

対
し
て
、「
正
し
く
恐
れ
、
賢

く
避
け
る
」
と
い
う
現
実
を

踏
ま
え
た
考
え
方
を
整
理
で

き
た
ら
と
思
う
。

問　
「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進

等
に
関
す
る
法
律
」
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
率
先
し
て
市

役
所
な
ど
の
雇
用
率
引
き
上

げ
が
期
待
さ
れ
る
が
、
現
在

の
状
況
は
ど
う
か
。
今
後
精

神
障
が
い
者
の
雇
用
に
対
し

て
、
合
理
的
配
慮
の
提
供
が

求
め
ら
れ
る
た
め
、
早
め
の

準
備
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。　
　

　
答　

平
成
25
年
６
月
１
日
時

点
で
、
市
の
障
が
い
者
雇
用

率
は
、
法
定
雇
用
率
の
2.3
％

に
達
し
て
お
ら
ず
、
人
数
に

換
算
す
る
と
４
人
が
不
足
の

状
態
。
し
か
し
雇
用
率
に
は

反
映
さ
れ
て
い
な
い
が
、
障

が
い
者
の
就
労
場
所
確
保
の

観
点
か
ら
、
市
営
駐
車
場
の

料
金
徴
収
業
務
な
ど
、
２
か

所
を
霧
島
市
国
分
地
区
身
体

障
害
者
協
会
に
委
託
し
て
い

る
。
今
後
、
一
般
採
用
と
は

別
枠
で
、
障
が
い
者
の
採
用

試
験
や
、
合
理
的
配
慮
の
提

供
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
さ

ら
に
検
討
し
て
い
く
。

危
険
箇
所
点
検
資
料
の
使
わ

れ
方
に
つ
い
て

問　

Ｐ
Ｔ
Ａ
等
が
実
施
し
た

危
険
箇
所
点
検
資
料
の
公
開

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

情
報
を
基
に
通
学
路
安

全
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い

る
。
今
後
は
情
報
共
有
の
た

め
に
全
学
校
ご
と
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
公
開
し
た
い
。
通

学
路
で
の
交
通
事
故
防
止
の

た
め
、
８
月
に
調
査
を
予
定

し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
誘
致

の
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

・
各
種
発
電
所
の
観
光
資
源

化
に
つ
い
て

・
学
校
の
修
繕
計
画
に
つ
い

て

県
道
と
同
色
の
市
道
の
歩
道

は
改
善
を

問　

県
道
日
当
山
敷
根
線

は
、
歩
道
部
分
に
青
の
カ

ラ
ー
舗
装
が
施
さ
れ
た
。ま

た
、
市
道（
国
分
中
学
校
〜
新

町
方
向
）
も
同
じ
カ
ラ
ー
化

さ
れ
、
市
民
か
ら「
同
じ
色
を

使
い
県
道
は
自
転
車
優
先
、

市
道
は
歩
行
用
通
学
路
で

は
、
子
ど
も
た
ち
は
混
乱
し

危
険
で
は
な
い
か
」
と
の
苦

情
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

改
善
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

市
道
の
色
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
視
覚
に
映
え
る
色
が

青
と
考
え
、
警
察
と
協
議
し

採
用
し
た
。
市
民
か
ら
の
苦

情
が
あ
れ
ば
、
今
後
、
改
善

の
方
向
で
検
討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
教
育
制
度
改
革
に
つ
い
て

障
が
い
の
あ
る
方
の

雇
用
の
現
在
と
今
後

問　

合
併
に
よ
り
、
本
市
で

も
中
心
部
へ
の
人
口
集
中
が

進
ん
で
い
る
。
牧
之
原
地
区

の
樗
木
段
住
宅
な
ど
は
「
政

策
空
家
」
と
し
て
い
る
が
、

老
朽
化
が
進
む
公
営
住
宅
の

対
応
を
ど
う
す
る
の
か
。
今

後
、
維
持
補
修
費
は
多
額
に

な
る
が
、
思
い
切
っ
た
予
算

措
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

市
は
公
営
住
宅
約
４
７

０
０
戸
を
管
理
し
て
い
る
。

樗
木
段
住
宅
は
、
昭
和
49
年

か
ら
54
年
に
22
棟
90
戸
を
建

設
。
耐
用
年
数
30
年
を
超
過

し
、
建
て
替
え
要
件
に
適
合

し
て
い
る
。
大
規
模
な
改
修

は
難
し
い
こ
と
か
ら
生
活
に

支
障
の
あ
る
場
合
、
修
繕
対

応
す
る
。

幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
・
中

学
校
の
教
育
充
実
に
つ
い
て

問　

幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
・

中
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

保
育
園
は
、
12
園
の
う

ち
９
園
は
民
営
化
に
向
け
て

作
業
に
入
っ
て
い
る
。
佐
々

木
・
牧
園
・
中
津
川
の
３
園

は
、
具
体
的
な
検
討
に
至
っ

て
い
な
い
。
幼
稚
園
は
、
福

山
が
休
園
中
で
あ
る
。
小
学

校
は
、
現
在
、
統
廃
合
の
年

次
計
画
は
作
成
し
て
い
な

い
。

問　

中
山
間
地
域
の
小
規
模

校
の
充
実
、
活
性
化
を
図
る

た
め
、
小
規
模
校
と
大
規
模

校
と
の
交
流
の
場
を
つ
く
り
、

空
家
、
定
住
促
進
な
ど
地
域

振
興
に
繋
げ
る
対
策
は
で
き

な
い
か
。

答　

特
認
校
制
度
や
山
村
留

学
制
度
な
ど
、
中
山
間
地
域

の
活
性
化
に
な
る
よ
う
、
保

護
者
・
地
域
住
民
一
体
と
な

り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
公
共
工
事
発
注
に
つ
い
て

環
境
整
備
を
進
め
よ

問　

河
川
環
境
の
整
備
に
つ

い
て
、
上
・
下
流
域
の
寄
り

洲
・
障
害
物
除
去
等
に
つ
い

て
、
県
へ
の
要
望
と
市
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

県
・
市
管
理
河
川
と
も

埋
塞
率
20
％
以
上
の
河
川
が

除
去
の
対
象
に
な
る
が
、
状

況
把
握
し
て
対
応
す
る
。

問　

道
路
沿
い
の
電
化
製
品

等
集
積
場
所
で
、
景
観
や
飛

散
防
止
が
不
適
当
な
箇
所
が

み
ら
れ
る
。
二
次
災
害
が
出

な
い
対
策
を
と
れ
な
い
か
。

答　

市
内
に
３
か
所
あ
り
、

溝
辺
の
集
積
場
に
つ
い
て

は
、
地
主
等
へ
連
絡
し
、
市

民
へ
悪
影
響
が
出
な
い
よ
う

対
応
す
る
。

お
て  

き

松元　　深 議員

中村　満雄 議員

宮内　　博 議員

川
内
原
発
再
稼
働
は

中
止
す
べ
き

平原　志保 議員

老
朽
化
が
進
む
公
営

住
宅
の
改
善
を

前川原 正人 議員

政
策
空
家
と
は
、
建
物
の
老
朽

化
に
よ
っ
て
そ
の
維
持
が
困
難

と
な
り
、
新
た
な
入
居
募
集
を

停
止
し
、
政
策
的
に
空
家
措
置

を
講
じ
る
住
宅
の
こ
と
で
す
。

塩井川 幸生 議員


